
さようなら原発！

2.18玄海原発再稼働を許さない九州総決起集会

　2016年11月9日、原子力規制委員会は九州電力玄海原子力発電所3・4号機の再稼働につ

いて、事実上の合格証である審査書案を了承しました。  

　東京電力福島第一原発事故は大量の放射能をまき散らし、5年8か月経った今なお約９万

人もの住民が故郷を追われたままです。

　原発はひとたび事故を起こせば、命を傷つけ、ふるさとを奪うことになります。玄海原発

の再稼働には83万佐賀県民のみならず長崎県や福岡県、西日本一帯の住民の命がかかって

います。

　使用済み核燃料の問題、実効性のない避難計画など、多くの問題が解決されていません。

玄海原発は2011年12月25日以来約5年間止まったままですが、何も困っていません。電気

は足りています。原発はエネルギーの問題、経済の問題以上に命の問題です。

　私たちのふるさと・佐賀、住民の命と暮らしを守るために、玄海原発の再稼働に反対しま

しょう。

★JR佐賀駅から徒歩で10分

※駐車場がありませんので、最寄りの公共機関をご利用ください。

さようなら原発1000万人アクション佐賀県実行委員会

●連絡先　佐賀県平和運動センター　佐賀市神野東4-7-3　TEL0952-32-2211

福島県三春町在住

養護学校教員を務めながら1986年ごろから脱原発運動に携わる。

2003年、喫茶店「きらら」開店。環境にやさしい暮らしを提唱

2011年9月19日、6万人が集まった「さようなら原発集会」での

スピーチで多くの人たちに感銘を与える。

ハイロアクション福島四十年実行委員会、福島原発告訴団団長


